
静岡県の
生物多様性保全の取組

平成2８年１０月２７日

静岡県くらし・環境部

環境局自然保護課

多様な自然環境(生態系)が存在する静岡県

南アルプス
富士山

浜名湖 伊豆半島

県内で今までに確認された野生生物
「静岡県野生生物目録（平成１７年発行、平成１８年一部改訂）」より

動物：７，３６３種 植物：４，０７４種

多様な自然環境が存在する本県は野生生物の宝庫

【アカウミガメ】 【ホテイラン】

生物多様性をめぐる現状と課題

野生生物による
生態系・農林水産業等被害

生息環境の改変脅威 絶滅危惧種の存在

外来生物の侵入



多様な自然環境を保全し、
豊かな生態系を

未来に継承するためには

長期的な視野に立った戦略が必要

◇野生生物の保護・管理（個体群管理）

◇野生動植物の生息・生育環境の保全

◇人と野生生物との共存（ライフスタイルの変換）

生物多様性地域戦略の策定①

野生生物生息等実態

補足調査の実施

年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

調査地域 中部地域 伊豆・東部

地域

西部地域

生物多様性地域戦略の策定②

県野生生物目録・
レッドデータブック

の改訂（平成29年度）

《改訂方針》
◇新しい分類群の追加

クモ類と菌類（キノコ類）を追加
※現在は、植物、哺乳類、鳥類、は虫類・両生類、淡水魚類、昆虫類、陸・淡水産貝類

◇学術的価値の付加
国内第一級の学者に監修を依頼

◇事務局体制の充実
ふじのくに地球環境史ミュージアムと連携

生物多様性地域戦略の策定③

生物多様性地域戦略の策定

年度 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

策定

工程

基礎情報の収集、県民・事業者意見の聴取、現状・課題の整理

将来像・行動計画の方向性検討

戦略の公表

戦略の策定


